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「協働・共創のまちづくり」を目指して

私たちのまち「大仙市」は、令和7年3月22日に誕生20周年を迎えまし

た。この記念すべき節目の日を迎えることができましたことは、市民の

皆様をはじめ、本市にかかわる多くの皆様のご理解とお力添え、そして、

市勢発展に多大なるご貢献をされた先人のご尽力の賜物であり、心から

感謝を申し上げます。

大仙市は、平成17年の誕生以来、時代の変化に柔軟に対応しながら、

将来都市像である「人が活き 人が集う 夢のある田園交流都市」の実

現に向けて、市民の皆様とともに「協働のまちづくり」を進めてまいり

ました。これまでの多岐にわたる取組は、現在まで一定の成果を見るに

至っており、将来都市像に一歩一歩、着実に近づいているものと感じて

おります。一方で、急速に進行する人口減少・少子高齢化やデジタル技

術の加速度的進展、自然災害の激甚化・頻発化、社会の成熟化に伴う価

値観の多様化など本市を取り巻く環境は大きく変化しております。

こうした大きな変化の中にあって、20周年の節目にあたり、これまで

の「協働のまちづくり」をさらに前に進め、一人ひとりがふるさとに責

任と誇りを持ち、真に一体的な新たなまちづくりを推進する契機とする

ため、「共創のまちづくり」をテーマに据え、様々な記念事業を実施し

てまいりました。記念事業にご協力いただいた関係団体等の皆様、ご参

加・ご来場いただきました皆様に厚く御礼を申し上げます。

これからも、大仙市発展の礎を築いてこられた先人たちの叡智と努力

に学びつつ、多様な考え方や価値観を受け入れながら、「協働・共創の

まちづくり」の理念のもと、市民の皆様と手を携え、次の20年、そして

50年と、未来に向けて持続可能なまちづくりを進めてまいりたいと考え

ておりますので、引き続きご理解とご協力をいただきますようお願い申

し上げます。

大仙市長 老松 博行



四季折々に美しい表情を見せる豊かな自然を有する穀倉地帯

多彩なイベントと守り継がれてきた魅力ある伝統行事や文化財

大仙市は、令和7年3月22日に誕生から20周年を迎えました

これからも、次の20年、そして50年と、未来に向けて持続可能なまちづくりを進めていきます
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共 創 の ま ち づ く り を 目 指 し て

大仙市誕生20周年記念事業

目的

テーマ

記念事業4つの柱

大仙市誕生20周年という節目の年を市民の皆さんとお祝いし、喜びを分かち合うととも

に、先人が築き上げてきた功績を称え、これまでの歩みを振り返りながら、ふるさとへの

誇りと愛着、そして地域の絆を深め、さらなる飛躍と発展に向けて新たな一歩を踏み出す

機会とするため、20周年メモリアルイヤーと銘打ち、令和6年度から7年度にかけて記念事

業を行いました。

「共創のまちづくり」

1 機運の醸成 市全体の機運を高めるため、ロゴマーク・キャッチフレーズや、カウント

ダウン写真を募集したほか、だいせん日和へ特集記事を掲載

2 記念式典 市勢発展にご尽力をいただいた皆様の表彰や記念講演を実施

3 関連事業 メモリアルイヤーとして、市民の印象に深く残る冠事業・協賛事業を実施

4 ｱﾌﾀｰｲﾍﾞﾝﾄ 20周年記念事業の記憶を紡ぐため、20周年翌年度においても冠事業を実施

大仙市誕生20周年という節目の年を、これまでの「協働のまちづくり」をさらに前に進

め、市民の皆様一人ひとりがふるさとに責任と誇りを持ち、真に一体的な新たなまちづく

りを推進する契機とするため、「共創のまちづくり」をテーマに据えました。

大仙市誕生20周年記念事業の目的を達成するため、4つの取組を柱に様々な事業を行いま

した。



このまちと
みんなの未来に
華よ咲け

（1） ロゴマーク・キャッチフレーズ

大仙市といえば国内外に誇れる花火と県

内一の米の生産地ということで、この2つ

を合わせてすぐに、誰にでも大仙市と想像

がつくようデザインをイメージし作成いた

しました。

海外の方でもわかるように大仙市という

名前も英語表記デザインとしております。

これから私達の手で創り、育てていく大仙

市が大曲の花火のように大成し、華開いてく

れることを願ってつけました。

また、これからの時代を担う若者が花火の

ように一人一人咲き誇ることができるように、

という意味も込めています。

星宮 雅彦さんの作品(大曲地域) 齊藤 凛さんの作品(大曲高校3年(当時))
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１ 機運の醸成

大仙市誕生20周年を広くPRするとともに、市全体の機運を高めながら、市民の皆さんが主役

のまちづくりに向けたシンボルとして、ロゴマークとキャッチフレーズを募集しました。

ロゴマークは55作品、キャッチフレーズは202作品のご応募をいただき、有識者の皆さんによ

る1次審査、市民の皆さんの投票による2次審査を経て、最優秀賞と優秀賞が決定し、それぞれ

に賞状と副賞が贈られました。

創ろう、守ろう。
未来のだいせん！

きっとできる
きっとなれる
このまちで

【最優秀賞】（各1点）

【優秀賞】（各2点）

池田 蘭さんの作品
（大曲地域）

平山 加代子さんの作品
（鹿児島県鹿児島市）

明平 蓮さんの作品
(西仙北中学校3年(当時))

伊藤 守優さんの作品
(大曲小学校1年(当時))

ほしみや まさひこ さいとう りん

いけだ らん あきひら いとう しゅうひらやま かよこ はちす



市全体の機運を高めるため、決定したロゴマーク・キャッチフレーズを令和6年7月号広報に掲載

したほか、各種ポスターやチラシなどにも掲載し、広くPRしました。
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（2） カウントダウン
応募いただいた写真とコメントを20日前の令和7年3月2日から毎日、

市のHPやInstagramに投稿し、大仙市誕生20周年に向けたカウント

ダウンを行いました。

花ａｃｔ あきたの皆さんＲａｙ さん佐藤 英 さん秋田県空手協会 秀心館の皆さん

宮崎市役所 佐土原総合支所・

きょうわ会の皆さんことは さん

のびのびこ さん

つむこい さん

つむ さん 空き缶風車 さん
中仙東保育園の皆さん

相場 詩織 さん

(フリーアナウンサー)

ＴＯＭＯ さん

(モデル・タレント)

真田 かずみ さん

(フリーアナウンサー)

竹村 拓真 さん

(ＳＧホールディングス

株式会社陸上競技部)

伊藤 友広 さん

(アテネオリンピック陸上競技

4×400ｍリレー日本代表)

熊谷 仁依奈 さん

(筑波大学女子バレー

ボール部)

青谷 明日香 さん

(シンガーソングライター)

大仙市長 老松 博行
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20日前

秋田大学益満ゼミナールの皆さん(上)

ドンパンじっちゃとドンパン娘の皆さん(下)

令和7年3月22日

大 仙 市 誕 生 2 0 周 年 ！
祝



（3） 「だいせん日和」大仙市誕生20周年特別企画

令和6年8月号から令和7年3月号までの8回にわたり、20年の歩みを振り返る特集記事を掲載しました。
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2025年3月22日

大仙市の誕生から20周年を迎えた令和7年3月22日に、記念式典を大曲市民会館で行いました。

大仙市消防団音楽隊による演奏で幕を開け、第1部では、2024年パリオリンピックマラソン女子

日本代表で中仙地域出身の鈴木優花さんに「市民賞」が授与されるとともに、各分野において

本市の発展に多大なご貢献をいただいた17個人1団体の皆さんが功績者として表彰されました。

また、各分野の振興にご尽力をいただいた10個人4団体の皆さんに感謝状が贈られました。

第2部では、岩手県知事や総務大臣などを歴任された増田寛也さんを講師にお迎えし、「人口

減少社会を生き抜くために」と題して講演をいただきました。

ふるさと大仙で培われたスポーツへの熱い思いのもと、大曲高等学校への

進学を機に陸上競技に専念し、インターハイへ出場されました。大東文化大

学時代には、第30回ユニバーシアード競技大会陸上女子ハーフマラソンで優

勝、初マラソンとなる名古屋ウィメンズマラソンでは、女子日本学生記録を

打ち立てられました。

第一生命グループ入社後は、マラソングランドチャンピオンシップで優勝

を飾られ、2024年パリオリンピック女子マラソンでは、並みいる海外の実力

者と渡り合い、日本勢トップとなる6位入賞の快挙を成し遂げられました。

・記念講演（増田寛也さん）

「無いものねだりではなく、有るもの探しが地域の誇

りにつながる。若者や女性に選ばれる大仙市づくりを

してほしい」とエールをいただきました。

2 記念式典

9

鈴木優花 さん
－中仙地域－
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2024年6月16日 参加者数 約800人

大仙市消防団音楽隊の演奏で幕を開け、中

仙中学校、西仙北中学校、南外中学校の吹奏

楽部が素晴らしい演奏を披露しました。コン

サート後には、キャンプ座間に駐留する在日

米陸軍軍楽隊が登場し、会場は大きな拍手に

包まれました。最後は会場全体が一体となっ

て秋田県民歌を歌い、アニバーサリーイヤー

を盛大にお祝いしました。

2024年6月22日 参加者数 約450人

秋田ノーザンハピネッツの中山拓哉さん

をゲストにお迎えし、ウオーキングイベン

トを開催しました。参加者は中山さんとの

会話を楽しみながらウオーキングを行いま

した。また、ウオーキングに先立ち行われ

たトークショーでは、日々の生活で気を付

けていることやプレーの際の心構えなどを

お話いただきました。

2024年7月中旬～10月末

おおた花の会が「おおたシンボル花だ

ん」（大仙市太田町横沢相野地内）に

「20」の文字を形どって花を植栽し、9月に

は「20」の文字とともに花壇いっぱいに色

鮮やかな花々が咲きました。

大仙市消防団音楽隊と中仙・西仙北・南外中学校吹奏楽部の共演

在日米陸軍軍楽隊

3 関連事業

（1） 冠事業
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I.O.F.C（岩手県）全国500歳野球大会では、I.O.F.C（岩手県）

が優勝して大会初の3連覇を果たし、追分野球

クラブが準優勝しました。

全県500歳野球大会では、秋銀クラブ（秋田

市）が8年ぶり6度目の優勝を果たし、ナイスミ

ドルOB（秋田市）が準優勝しました。

両大会では、大仙市誕生20周年記念コラボ企

画として優勝・準優勝チームに記念の盾を贈呈

しました。

2024年7月31日 参加者数 約550人

毎年、夏休み期間に全国の約43会場で行わ

れているもので、大仙市誕生20周年と大曲小

学校創立150周年を記念して大曲小学校で開

催されました。岡本美佳さんの体操指導と細

貝柊さんのピアノ演奏のもと行われ、その様

子はNHKラジオ第1で生放送されました。

2024年8月5日～

大仙市在住のアーティスト小野崎晶

（akipon）さんの作品「花と花火」のアー

トパネルを大曲駅2階の東西自由通路（ハミ

ングロード）に展示しました。akiponさん

も参加した除幕式では、大曲駅前こども園

のこどもたちが見学に訪れました。

2024年9月14日～18日 181チーム

2024年7月13日～15日

32チーム(県外25チーム、県内7チーム)

秋銀クラブ（秋田市）
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2024年8月16日 来場者数 約42,000人

出演者と観客が一緒に踊りの輪をつくるド

ンパンナイトフェスティバルや特設ステージ

上で郷土民謡や地域の伝統芸能が披露された

ほか、大仙市誕生20周年とイベント開催40回

を記念し、中仙地域のイメージソング『八乙

女セレナーデ』を作詞作曲した「ダックス

ムーン」による記念ライブが開催され、ドン

パン祭り第40回記念ソング『DMドンパン♪』

などが披露されました。

2024年8月25日 参加者数 60人

全3ブロックに60人が参加し、対局を通

じて交流を深めたほか、大仙市誕生20周年

と節目となる第20回大会の開催を記念して、

これまで大会運営にご尽力いただいた栗林

次美さんと、佐々木一美さんに感謝状を

贈呈しました。

2024年8月6日～2025年3月末

花火伝統文化継承資料館はなび・アムでは、

花火とともに歩んできた20年の軌跡を「大曲

の花火」の歴代ポスターやプログラムなどで

振り返る特別展を開催したほか、20周年を記

念して制作した「花火とともに20年」と題し

た動画をはなびシアターで特別上映しました。

2024年8月15日 参加者数 約460人

大仙市誕生20周年コラボ企画として、メ

モリアルフラワーモニュメントを設置した

ほか、オープニングセレモニーでは、大仙

市消防団音楽隊による演奏、お酒との付き

合い方について理解を深める講話、アカペ

ラグループ「夜にワルツ」のスペシャルス

テージを開催し、新たな門出を祝いました。
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ダックスムーン
栗林次美さん（写真左下）、佐々木一美さん（写真右下）ダックスムーン



2024年8月25日、30日、31日 来場者数 約98,000人

○夏まつり大曲2024 8月25日

子ども樽みこしコンテストや様々なステージイ

ベントが行われたほか、大仙市誕生20周年を記念

して、市内各地域に伝承される郷土芸能や民謡が

一堂に会する特別プログラムが行われました。

2024年7月上旬～2025年3月下旬

大仙市誕生20周年を記念した花火が花火

大会等で打ち上げられました。

・第41回協和七夕花火

・第96回全国花火競技大会

・第45回神岡南外花火大会

・第9回大曲の花火－秋の章－

・大仙市誕生20周年記念式典

○大曲の花火ウィーク 8月25日、30日、31日

・竜王戦勝負スイーツ・ドリンク試食販売＆抽選会

2023年の将棋の竜王戦大仙対局でノミネート

された勝負スイーツとドリンクの試食・試飲

イベントが開催されました。

・ＤＡＩＳＥＮ20thスペシャルライブ

『街中音楽Show』の特別企画として、お笑い芸

人の「はなわ」さんや「ねじ」さん、地元バンド

などによるスペシャルライブが行われました。

夏まつり大曲2024

大曲の花火

ウィーク

協和七夕花火神岡南外花火大会

大曲の花火-秋の章-

14

全国花火競技大会



2024年9月12日、9月18日、10月28日、

10月29日、12月16日、12月17日

夢に向かって挑戦することの大切さを

考え、地元への愛着を深めるきっかけにし

ていただこうと、 Ａターンを経て大仙市

で活躍されている方々をスピーカーとして

お迎えし、市内の高校６校でトークセッ

ションを開催しました。

実体験に基づいた熱いエールを受けた生

徒たちは、自身の夢と郷土の未来を重ね合

わせながら、真剣な表情で思いを巡らせて

いました。

2024年9月27日 参加者数 約150人

2004年アテネオリンピック陸上競技4×400ｍリレー

日本代表で南外地域出身の伊藤友広さんの特別講演会

を南外中学校体育館で開催しました。講演の前半では

「スポーツと私～失敗からの学び～」と題し、自身の

経験談などをお話いただき、後半の「トップアスリー

トに学ぼう！走り方ワークショップ」では、連続で

ジャンプしたり大きく腕を振ったりして、早く走るた

めの実技指導が行われました。
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大曲高校

大曲農業高校太田分校 秋田修英高校

大曲工業高校

大曲農業高校

西仙北高校



2024年10月12日、13日 参加者数 約1,000人

協和地域祭、協和小学校祭、協和中学校

祭を合同開催した「ちいきみんなのきょう

わ祭」では、大仙市誕生20周年を記念して、

米村でんじろう先生の一番弟子として、全

国各地でサイエンスショーを実施している

チャーリー西村さんによる『サイエンス

SHOW』を開催しました。

2024年9月28日 参加者数 約250人

ドローンショーの演出を行っている株式

会社レッドクリフ代表取締役CEOの佐々木孔明

さんを講師にお迎えし、ドローンショーの

様々な活用事例やこれからのドローンの可

能性について講演をしていただきました。

また、ドローンプログラミング教室も開催し、

ドローンの操作方法やプログラミングのコツ

などを学びました。

2024年9月28日 参加者数 150人

国指定史跡「払田柵跡」と周辺の田園風景

を上空約20ｍから眺めることができる「熱気

球係留搭乗体験イベント」を開催しました。

当日は天気にも恵まれ、先着で150人の方が

体験し、普段は見ることができない空からの

眺望を楽しみました。
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2024年10月1日～31日
参加者数 約5,000人

2024年11月1日～12月31日
参加者数 966人

道の駅特産品記念割引キャンペーンでは、

市内の道の駅（3駅）において、1会計につき

2千円購入ごとに400円の割引券を配布しまし

た。ぐるっと道の駅周遊キャンペーンでは、

各道の駅指定の大仙市20周年記念商品を購入

してスタンプを集め、応募された方の中から

抽選で2万円分の道の駅商品券または2千円相

当の市特産品を各20人にプレゼントしました。



2024年10月13日 参加者数 542人

2024年10月15日、16日 参加者数 57人

タニタグループ国内唯一の生産工場である

株式会社タニタ秋田（仙北地域）の工場見学を

開催しました。参加者は、会社の概要を伺うと

ともに、担当者の案内で体組成計や医療機器な

どの部品加工、製品組み立ての現場を見学しま

した。また、タニタ健康プログラムに関する説

明を受けたほか、潜入健幸ファクトリーでは、

株式会社タニタの管理栄養士による「タニタ食

堂の思想・食と健康との関係」と題した講話を

聴講し、タニタ食堂監修

の減塩みそ汁を試食しま

した。

2024年10月19日、20日
来場者数 約4,000人

大仙市誕生20周年と仙北ふれあい文化

センター開館30周年を記念し、「NHKのど

自慢チャンピオン大会2024」で優秀賞を受

賞された須田福児さんをはじめ、市芸術文

化協会仙北支部による芸能発表のほか、

キッズ向けの縁日コー

ナーが設置されるなど

たくさんの人でにぎわ

いました。
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大仙市誕生20周年を機に、これまで実施していた

「奥羽太田ロードレース大会」を一新した「大仙太

田ハーフマラソン」を開催しました。新たに大台ス

キー場をスタート・ゴールとする特設コースを設置

したほか、ハーフの部の新設や大会HPの開設、電子

計測の導入など、前大会から大きくリニューアルし

ました。また、ゲストランナーとして南外地域出身

で2016年リオデジャネイロオリンピック男子マラソ

ンに出場した佐々木悟さんを迎え、参加者それぞれ

が思い思いのペースで仙北平野を駆け抜けました。

2024年11月20日 参加者数 54人

須田福児さん



2024年10月19日、20日 来場者数 約28,000人

大仙市誕生20周年を記念し、AAB秋田朝日放送「サタナビっ！」の生放送や大仙市と株式会社

ドリームリンクが共同開発したメニューの試食販売、だいせん軽トラ市の全品20％引き企画など

の催しに加え、柳葉敏郎さんと石垣政和さんによるスペシャルトークを開催しました。スペシャ

ルトークでは、「我が故郷大仙市」と題し、市内での思い出や出演した映画の裏話など、秋田弁

を交えながらユーモアたっぷりのトークで会場を盛り上げました。

2024年10月26日 来場者数 約3,000人

大仙市誕生20周年を機に、神岡地域をさら

に活性化するため「すくすくキッズフェス」

を開催しました。当日は、ミニ移動動物園や

ふわふわ遊具、縁日コーナー、ワークショッ

プなど、子どもも大人も1日中楽しめるイベ

ントが行われ、たくさんの家族連れでにぎわ

いました。

2024年10月5日から2025年3月末まで

大仙市誕生20周年記念キャッチフレーズ

「このまちと みんなの未来に 華よ咲け」

をイメージして、太田地域産のエディブルフ

ラワー（食用花）

を使った「大仙

市誕生20周年記

念グルメ」を募

集し、市内7店

舗で提供・販売

されました。
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だいせん軽トラ市 鮭のつかみどり体験「食」と「掘り出し市」



2024年11月9日 参加者数 約600人

大仙市誕生20周年記念特別講座として、読売巨人

軍前監督の原辰徳さんを講師にお迎えし、「野球と

私」と題して講演をいただきました。講演では、野球

と共に歩んできた自身の生い立ちを紹介しながら、野

球を通じて得た「人生においての大切なこと」、特に

若い世代の方々に「夢」や「希望」を持って挑戦する

ことの大切さなどについてお話していただきました。

2024年11月2日、3日 来場者数 約1,600人

秋の装いに色付き始めた木々が色鮮やか

な光でライトアップされた幻想的な庭園が、

訪れた皆さんを魅了しました。また、2日に

は花火が打ち上げられ、ライトアップされ

た分家庭園と花火のコラボレーションで来

場者を楽しませました。

大仙市誕生20周年と大綱の里リニューアル

オープン＆21周年を記念し、先着200人の方に

「特製紅白大福」をプレゼントしたほか、当日

2千円以上のお買い上げをした方の中から抽選で

20人の方に「ふるさとの味詰め合わせセット」

をプレゼントしました。

2024年11月3日、4日 来場者数 約1,600人
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2024年11月9日、10日、12月1日 参加者数 約1,700人

「みんなでつくる・みんなで楽しむ・みんなの音楽祭」をテーマに、

0歳から大人まで多くの市民が参加・交流できる市民が主役の音楽の祭

典「大仙市音楽祭」では、横濱音楽倶楽部にスペシャルゲストとして、

オリタノボッタさん(BIG HORNS BEE(米米CLUB)メンバー)が参加し、

「大人のジャズコンサート」や0歳から楽しめるコンサートのほか、会

場が一体となる「大いなる秋田大演奏会」などが行われました。 大いなる秋田大演奏会



2025年2月1日 来場者数 約5,000人

2月1日のまつり開催に先立ち、1月12日に

イオンモール大曲で紙風船づくりの体験イ

ベントを行いました。参加者は、まつり当

日の夜空にあげる紙風船に新年の願いや目

標を思い思いに描きました。また、まつり

当日には、太田地域出身のジブリの絵職

人・男鹿和雄さんの絵を使用した紙風船を、

まつり会場に隣接するふれあい交流館に展

示しました。

2025年2月9日 来場者数 約150人

2025年1月19日 参加者数 約300人

「スポーツと地域の力」をテーマに2020年

東京、2024年パリオリンピックに2大会連続で

出場した元北都銀行バトミントン部の永原

和可那さんを講師にお迎えし、「世界への挑

戦～地域の方と共に～」と題して講演をいた

だきました。講演後は、永原さんに加え、仙

北地域出身でSGホールディングス株式会社陸

上競技部の竹村拓真さんと、筑波大学女子バ

レーボール部の熊谷仁依奈さんをゲストス

ピーカーとしてお招きし、トークセッション

を開催しました。
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2024年11月23日～2025年1月22日

大仙市誕生20周年と南外さいかい市の開

店5周年を記念して、南外さいかい市または

移動販売で税込500円以上お買い上げいただ

いた方に、次回のお買い物で使用できる割引

クーポン券をプレゼントしました。

大曲地域出身のシンガーソングライター

青谷明日香さんによる「刈和野の大綱引

き」前夜祭ミニライブを開催しました。

ライブでは、2020年に「刈和野の大綱引き

伝統継承事業」の一つとして制作した

「ひびけジョヤサノー」のほか、「あんべ

いいな」「おにぎりがうまい」など9曲が披

露され、来場者は

青谷さんののびや

かで優しい歌声に

聴き入りました。



2025年3月16日 参加者数 約380人

大仙市誕生20周年と鮭ふ化放流事業130年を

記念した鮭の稚魚放流式と記念講演を行いまし

た。稚魚放流式には、市内の児童と保護者が参

加し、稚魚5万匹を花館地区の玉川へ放流しまし

た。また、記念講演では、タレントで絵本作家

の「さかなのおにいさん かわちゃん」さんを

お招きし、魚の生態や海の大切さをイラストを

使ってクイズ形式で解説するおさかなクイズ

ショーが行われたほか、お笑い芸人「はなわ」

さんのスペシャルライブが行われました。

2025年3月1日～ 生酒600ｾｯﾄ

「宵の星々」は、市内の酒米生産者と

5つの酒蔵の協力のもと、秋田大学教育文

化学部地域文化学科・益満ゼミの学生が、

酒米づくりから酒の仕込みまで携わった大

仙市産の酒米を使用したメードイン大仙の

日本酒です。

大仙市誕生20周年を記念して限定生産し

た生酒を、火入れした通常の「宵の星々」

とともに新酒販売会などで販売しました。

2025年3月1日 参加者数 約310人

大曲地域出身で千代田化工建設株式会社取締

役会長の榊󠄀田雅和さんを講師にお招きし、「野

球で鍛え、世界を俯瞰、エネルギー・環境で社

会に貢献」と題して講演をいただきました。講

演では、学生時代の野球部の話題や海外での経

験、これまでに携わった仕事での出来事、自社

が取り組む再生可能エネルギーの施策など様々

な分野のお話をしていただいたほか、老松市長

との特別対談では、お互いが思う大仙市の魅力

と未来について

語り合いました。

21

はなわさん(右)と
ゲストのHEY!たくちゃんさん(左)

さかなのおにいさん
かわちゃんさん



2024年8月上旬～2025年3月下旬

イオンモール大曲1階に誰でも気軽にアートを楽しめるギャラリーをオープンし、企画展や創作

作品展を行いました。

・大仙市健幸まちづくりプロジェクト

20周年記念デザイン活動量計盤面の配付

（株式会社タニタ秋田のご協力のもと、活動量計の記念デザイン盤面を制作）

・友好交流都市等物産展開催事業

（宮崎市において開催された「宮崎神宮大祭」に大仙市ブースを設置し、特産品のPRと販売を実施）

・大仙市アーカイブズによる企画展・特別展

「記録に残る大仙のスポーツ～オリンピック・国体・野球～」

「写真で振り返る地域のあゆみ～大仙市合併20年と昭和の大合併70年～」

・大仙市誕生20周年記念映像制作・上映、FMはなび特別記念番組制作・放送

・市広報「だいせん日和」お便り広場特別企画

（お便り広場コーナー応募者の中から、抽選で毎月5名に市内飲食店の食事券などをプレゼント）
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○ 企画展 【大仙市】

・小野崎晶作品展～あなたが笑顔でありますように～

・大仙スポーツフォトヒストリー 1900-2024

・「法隆寺金堂壁画と鈴木空如」展

・大仙市20周年フォトギャラリー

○ 創作作品展

・大仙市芸術文化協会作品展 【大仙市芸術文化協会】

・「地域とARTと中学生と」 【中仙中学校、仙北中学校、太田中学校】

・「筆をたのしみ書に親しむ」 【穂湖(すいこ)書道教室】

・『一歩一景』旧池田氏庭園写真展 【池田家顕彰会】

・想像と創造のエボリューション Glow Evo Tech20「輝く進化」 【秋田県立大曲技術専門校】

・～合同写真展～ 県南高校写真展 【秋田県高等学校文化連盟写真部会県南支部】

ハムスターのチョロちゃん写真展 【佐々木將亙】

・～合同アート展～ 癒しの折り紙アート作品展 【Mitchie Rose】

腕一本～佐々木良雄の切り絵～ 【もみじの家】

未来の大人と大きな夢を描こう展 夢の星プロジェクト 【夢の星工房】

・創部70周年記念「大曲高校書道部作品展」 【秋田県立大曲高等学校書道部】



（2） 大仙市誕生20周年記念協賛事業

名称 時期 実施主体 事業の内容

第４１回商工まつり
「夜市＆感謝フェス
ティバル」

2024年8月3日 商工まつり実行
委員会

ロゴマーク・キャッチフレーズを使用したポスター等
印刷物の作成

角間川盆踊り 2024年8月14日 角間川盆踊り
保存会

角間川本通りでの盆踊りを復活

花火のポストカード
プレゼント

2024年8月26日

～30日

大曲郵便局・
仙北中央部会

ロゴマーク・キャッチフレーズ、秋田県立大曲支援学
校生の作品が印刷されたポストカードをプレゼント

第４５回神岡南外
花火大会

2024年9月14日 神岡南外花火
大会実行委員会

ロゴマーク・キャッチフレーズを使用したポスター等
印刷物の作成

日本舞踊藤間流藤扇会
日本舞踊公演

2024年9月15日 日本舞踊藤間流
藤扇会

ロゴマークを使用した立て看板、プログラムの作成

「秋田弁の昔っこ」語り
（計4回）

2024年9月22日、
10月20日、
11月10日、
12月15日

大仙民話の会 ロゴマークを使用したのぼり旗の作成

丸子川ナイトマーケット 2024年10月5日 丸子川ナイト
マーケット企画

フォトスポットの設置とロゴマークを貼ったお菓子
を子どもたちに無料でプレゼント

大仙農業を活ける 2024年10月23日

～27日

花数奇フラワー
デザイン

大型フラワーデザインディスプレイ
「大仙農業を活ける」を開催
（県立農業科学館ホワイエ）

第110回彩友会展 2024年10月24日

～27日

彩友会 ロゴマークを使用したポスター等印刷物の作成

あつまるコラボ
商店街2024

2024年11月3日 高橋ふとん店 ロゴマークを使用したチラシ・ポスター等印刷物の
作成

『一歩一景』
旧池田氏庭園写真展

2024年11月2日

～14日

池田家顕彰会 市誕生20周年・旧池田氏庭園
名勝指定20年・池田家顕彰会
結成20年を記念し、写真展を
開催

創部70周年記念
大曲高校書道部作品展

2025年1月19日

～30日

大曲高校書道部 大仙市民ギャラリーに20周年記念キャッチフレーズ
が含まれた巨大作品などを展示したほか、イベント
「メガ文字アートを書こう」を開催

フクメグル会 2025年3月20日 フクメグル会 リユース服等に「大曲の花火」にちなんだイラスト
をシルクスクリーン印刷するワークショップを開催
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2025年7月30日～8月7日 収録 2025年9月13日
放送 2025年10月21日(テレ東)、12月20日(AKT)

2025年5月26日 参加者数 約350人

2025年7月20日 参加者数 約900人

国内外で幅広い演奏活動を展開され、吹奏

楽の最高峰と称される海上自衛隊東京音楽隊

のコンサートが大曲市民会館大ホールで行わ

れました。コンサートでは、喜歌劇「軽騎

兵」序曲をはじめ、クラシックやポップス、

映画音楽など多彩なプログラムが披露されま

した。

太田地域出身の仏画家・鈴木空如が築いた

縁を未来につなごうと、法隆寺管長の古谷正

覚さんを講師にお迎えし、「法隆寺と聖徳太

子」をテーマに、「十七条の憲法」の紹介と

人々が調和し和合する重要性などについて講

演していただきました。また、東北大学名誉

教授の有賀祥隆さんと、皇居三の丸尚蔵館上

席研究員の瀬谷愛さんをゲストに迎えて座談

会を開催しました。

日米のホームランキング・王貞治さんと故

ハンク・アーロンさんが提唱し、31回を数え

る「世界少年野球大会」が大仙市を主会場に

開催され、11の国と地域から80人の少年少女

が参加しました。野球教室や中華台北チーム

と県内6チームとの国際交流試合が行われた

ほか、竿燈やなまはげ太鼓、花火玉の絵付け

体験などの交流行事が行われました。

出張！なんでも鑑定団の公開収録が大仙市

で行われ、お宝5点が鑑定されました。その様

子は、テレビ東京とAKT秋田テレビで放送され

ました。

・ジャイアントロボのソフビ人形

・初代・二代・三代 徳田八十吉の焼物

・ルチルクォーツの原石

・薩摩焼の壺

・「弁慶号」のおもちゃ

4 アフターイベント
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わ
せ

み
ん
な
で
働
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一

健
康
に
努
め

家
族
を
思
い
や
り

笑
顔
の
輝
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一

歴
史
を
見
つ
め

伝
統
に
学
び

文
化
の
花
咲
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
二
日
制
定

大
仙
市
の
花
・
木
・
鳥

コスモスケヤキカワセミ

大
仙
市
民
の
歌

「
夢
、
こ
の
大
地
」

作

詞

花

岡

恵

作

曲

橋

本

祥

路

一
、

緑
あ
ふ
れ
る

こ
の
大
地

け
だ
か
く
そ
び
え
て

鳥
海
山

お
お
き
な
せ
な
か
に

夢
を
の
せ

未
来
（
あ
す
）
に
羽
ば
た
く

若
い
街

二
、

生
命
（
い
の
ち
）
は
ぐ
く
む

こ
の
大
地

豊
か
に
流
れ
て

雄
物
川

夜
空
に
舞
う
華

美
し
く

こ
こ
ろ
ふ
れ
合
う

夢
の
街

平
成
十
八
年
十
月
一
日
制
定

平
成
十
八
年
十
月
一
日
制
定
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